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★『もりのなか』 

            マリー・ホール・エッツ/ぶん・え まさきるりこ/やく 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

  

 

  
 

 

 

 

★『こぎつねコンチ』     

                        中川
なかがわ

李
り

枝子
え こ

/さく 山脇
やまわき

百合子
ゆ り こ

/え のら書店
しょてん

 

 

   

 

令和５年度春 子ども図書館おすすめ本 

★幼児
よ う じ

におすすめの本
ほん

★ 

おとこのこが、ラッパをもってもりへいきま

した。ラッパをふくと、ひるねをしていたライ

オンがきがついて、かみをとかすと、いっしょ

にさんぽについてきました。つぎに、みずあび

をしていた、ぞうのこどもも、せーたーをき

て、くつをはいて、さんぽについてきました。

くまや、さるや、いろんなどうぶつもついてき

ました。それから、みんなであそんで、そして

――。 

モノクロのせかいが、子
こ

どもの想像力
そうぞうりょく

と心に

あたたかくよりそう、長
なが

くよみつがれた絵本
え ほ ん

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぎつねコンチは、おかあさんとおとうさん

と、はらっぱのちかくにすんでいます。あるは

るのひ、おかあさんは大
おお

きなポケットのついた

エプロンをつくっていました。コンチも大
おお

きな

ポケットがほしいというと、おかあさんがつく

ってくれたのは、ふつうのポケットではなく、

コンチはとてもきにいります。コンチはそのポ

ケットでなにをしたでしょう？ 

ほかに、いちごのおはなし、たなばたのおは

なし、きしゃごっこ、おおゆきのおはなしなど、

１ねんかんのたのしいおはなしです。 

 

 



NO IMAGE 

 

★『たねがとぶ』 

                         甲斐
か い

信
のぶ

枝
え

/作
さく

 森
もり

田
た

竜
たつ

義
よし

/監
かん

修
しゅう

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ 

 

はるのくさが、はなのあとに、“み”をつけ

ました。みちばたのくさ、あきちのくさ、い

ろいろなくさが、みをつけます。みのなかに

は、たねがはいっています。みたことがあり

ますか？ たねは、くさのこどもです。たね

は、あたらしいばしょへたびをします。わた

げになって、とんでいったり、さやがはじけ

て、とんでいったり……。そこでまた、めを

だします。とばないたねは、どうしているの

かな。たくさんのくさのたねのふしぎなせか

いを、きれいなえと、やさしいことばで、お

しえてくれます。 

 



てつたくんとみつやくんのきょうだいは、あ

る日
ひ

、森
もり

へたんけんにいくことにしました。リ

ュックサックにおべんとうのサンドイッチをつ

めて、やきゅうぼうをかぶってでかけます。森
もり

の中
なか

をすすんでいくと、あかときいろのしま

もようをした、おおきなたまごがありました。

いったいなんのたまごだろう。ふたりはくび

をかしげます。つぎのひ、おなじところへきて

みると、たまごは見当
み あ

たりませんでした。けれ

どもそこには、ふしぎなかいじゅう・へなそう

るが立
た

っていたのです―――。 

 

 

 

 

 

 

★『ケイゾウさんは四月
し が つ

がきらいです。』 

                        市川
いちかわ

宣子
の ぶ こ

/作
さく

 さとうあや/絵
え

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

  

   

 

★『もりのへなそうる』 

渡辺
わたなべ

茂男
し げ お

/作
さく

 山脇
やまわき

百合子
ゆ り こ

/絵
え

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

  

 

 

★小学校
しょうがっこう

１・２・３年生
ねんせい

におすすめの本
ほん

★ 

ニワトリのケイゾウさんは、ほいくえんにある

小屋
こ や

にすんでいます。三月
さんがつ

まではひとりでし

たが、四月
し が つ

からはうさぎのみ
、

み
、

こ
、

がやってき

たので家
いえ

がせまくなりました。みみこはまっし

ろでふわふわなので、こどもたちにも大人気
だいにんき

。

エサだってみみこにばかりあげるし、まんぷく

になったみみこのいびきはうるさいしで、ケイ

ゾウさんのくらしはがらりとかわってしまい

ます。はたして、ケイゾウさんはみみこと仲良
な か よ

くできるのでしょうか。 

 



 

 ★『いっぽんの鉛筆
えんぴつ

のむこうに』 

谷川
たにかわ

俊太郎
しゅんたろう

/文
ぶん

 坂井
さ か い

信彦
のぶひこ

ほか/写真
しゃしん

 堀内
ほりうち

誠一
せいいち

/絵
え

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 
 

  

  
 

 

 

  
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ 

 

みなさんは、鉛筆
えんぴつ

がどのように作
つく

られてい

るのか知
し

っていますか。 

たとえば、スリランカの鉱山
こうざん

で鉛筆
えんぴつ

の芯
しん

のも

とになる、黒鉛
こくえん

を掘
ほ

る人
ひと

。アメリカの山
やま

の中
なか

でヒノキの木
き

をきりたおす人
ひと

。その丸太
ま る た

を運
はこ

ぶ人
ひと

に、木材
もくざい

へ整
ととの

える人
ひと

…。一本
いっぽん

の鉛筆
えんぴつ

が

みなさんにとどくまで、実
じつ

は他
ほか

にもたくさん

の人
ひと

が関
かか

わっているのです。 

この本
ほん

ではそんな人々
ひとびと

の生活
せいかつ

を紹
しょう

介
かい

しなが

ら、鉛筆
えんぴつ

がどうやってつくられているのかを

絵
え

と写真
しゃしん

で説明
せつめい

しています。 

ぜひ、自分
じ ぶ ん

の鉛筆
えんぴつ

を思
おも

いうかべながら読
よ

ん

でみてください。 

 



 

 

 

 

 

★『大どろぼうホッツェンプロッツ』 
プロイスラー/作 トリップ/絵 中村浩三/訳 偕成社 

  

   

   
 

 

 

 ★『ユウキ』 

                         伊藤遊
いとうゆう

/作 上
かみ

出
で

慎也
し ん や

/画 福音館書店 

  

   

 

★小学校４・５・６年生におすすめの本★ 

二人の少年、カスパールとゼッペルはとて

もなかよし。ある日、おばあさんが、大切な

コーヒーひきを、有名な大どろぼうホッツ

ェンプロッツにぬすまれます。二人はコー

ヒーひきを取り返そうとしますが、森の中

のホッツェンプロッツのすみかでつかまっ

てしまいます。その時二人はぼうしを取り

かえて入れかわります。カスパールはゼッ

ペルとして、怖
こわ

い大魔
ま

法
ほう

使いに売られてめ

しつかいになってしまいますが、そこには

ひみつがあって…。二人はコーヒーひきを

取り返して、ぶじに帰れるでしょうか？ハ

ラハラどきどきユーモアいっぱいの物語。 

 

 

 

 

 
 

 

 

サッカー少年、ケイタは、小学校に入学し

てから三人の友だちに出会った。三人とも

転校生で、名前はみんな「ユウキ」。三人と

もまた転校していき、ケイタには思い出と

痛
いた

みが残
のこ

った。６年生になって、転校生が

「ユウキ」だったらぜったい友だちになる

と思っていたら、本当に「ユウキ」という名

の転校生が来たが、それは女の子だった。こ

んどのユウキはふしぎな少女で…。やがて、

ケイタはこれまで出会った「ユウキ」たちの

気持ちを理解
り か い

していく―————。 

 

 

 

 

 

 

 



 

★『おじいちゃんは水のにおいがした』 

                                      今森光彦/著 偕成社 

 

  
  

 

 

 
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ 

 

琵琶
び わ

湖
こ

の近くの川のほとりに、三五郎
さんごろう

さんと

いうおじいちゃんがいます。三五郎さんは、木
き

舟
ぶね

にのって、川で自分の家で食べる分だけの

魚をとり、川底
かわぞこ

のそうじをします。三五郎さん

のすむ町には美しい川がながれています。町

には、川とつながっている“かばた”という小

さな小屋があり、コイがおよいでいたり、とう

めいな水がわき出ています。三五郎さんたち

は、その水をくらしに利用
り よ う

しています。使われ

た水は川底のコケなどで濾
ろ

過
か

され生き返りま

す。全ての生きものたちの水である水を大切

にしているくらし方が、写真とことばから伝
つた

わ

ってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


